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潮位記録潮位記録

伊勢湾レーダ

海洋レーダ研究集会（2010/12/16-17, 九州大学応用力学研究所）
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2010年チリ地震2010年チリ地震

2010年2月27日「チリ中部沿岸地震」2010年2月27日 チリ中部沿岸地震」

– 2010年2月27日15時34分(JST)
• 震源の深さ35km 東西軸の逆断層型• 震源の深さ35km、東西軸の逆断層型

– MW8.8 （モーメントマグニチュード： JMA,USGS）
震源断層450 500k 変位• 震源断層450～500km、変位８m

• 1960年チリ地震(MW9.5)のほぼ半分
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海洋レーダ研究集会（2010/12/16-17, 九州大学応用力学研究所）

南米西岸のプレート模式図
(平成２２年２月地震・火山月報(防災編)、気象庁）
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2010年チリ地震2010年チリ地震

逆断層型

チリ地震

海洋レーダ研究集会（2010/12/16-17, 九州大学応用力学研究所） (平成２２年２月地震・火山月報(防災編)、気象庁）
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2010年チリ地震 津波伝搬予測2010年チリ地震 津波伝搬予測

海洋レーダ研究集会（2010/12/16-17, 九州大学応用力学研究所） (NOAA Webページ）
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2010年チリ地震 津波2010年チリ地震 津波

カフルイ 86cm

サンタクルズ 105cm

コキンボ 164cm
ギズボーン 117cm

震央
パルパライソ 261cm

タルカワノ 181cm*

コラル 144

ギズボーン 117cm

コラル 144cm
チャタム島 101cm

海洋レーダ研究集会（2010/12/16-17, 九州大学応用力学研究所） (平成２２年２月地震・火山月報(防災編)、気象庁）
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根室市花咲 92cm根室市花咲 92cm

八戸 84cm
霧多布港 80cm

久慈港 120cm

石巻市鮎川 78cm名古屋 50cm
仙台港 106cm

鹿島港 92cm

赤羽根 67

尾鷲 63cm

串本町袋港 89cm

赤羽根 67cm
鳥羽 56cm

須崎港 128cm
志布志港 103cm

到達：2月28日14時頃以降

海洋レーダ研究集会（2010/12/16-17, 九州大学応用力学研究所） (平成２２年３月地震・火山月報(防災編)、気象庁）
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伊勢湾近辺の津波伊勢湾近辺の津波

観測地点

(検潮所)
第1波 最大波

田原市赤羽根 28日15時14分(＋) 0.3m 28日16時37分 0.7m
名古屋 28日16時14分(－) 微弱 28日18時41分 0.5m
半田市衣浦 28日15時48分( ) 微弱 28日18時05分 0 3湾半田市衣浦 28日15時48分(－) 微弱 28日18時05分 0.3m
四日市 28日15時52分(－) 微弱 28日18時05分 0.2m
豊橋市三河港 28日15時46分(－) 微弱 1日3時04分 0 1m

湾
内

豊橋市三河港 28日15時46分(－) 微弱 1日3時04分 0.1m
鳥羽 28日15時30分(＋) 0.1m 28日19時59分 0.6m
尾鷲 28日15時08分(＋) 0 3m 28日17時05分 0 6m尾鷲 28日15時08分(＋) 0.3m 28日17時05分 0.6m

(災害情報 チリ地震による津波被害状況等について(第11報)、国土交通省)）

海洋レーダ研究集会（2010/12/16-17, 九州大学応用力学研究所）



9

名古屋

布浦
鬼崎

四日市港
15：52

16：16

三河港

布浦

形原 15：46

15：48

三河港

第１波到達時刻

赤羽根

鳥羽

15：14
鳥羽

15：30

海洋レーダ研究集会（2010/12/16-17, 九州大学応用力学研究所）
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15：52
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伊良湖水道中央部
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形原 15：46

15：48 •15:24ころ
伊良湖水道～四日市港

59k三河港
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•59km
•28分
•平均速度 35m/s
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22km

15：24

平均速度 35m/s

鳥羽
15：30

35km

海洋レーダ研究集会（2010/12/16-17, 九州大学応用力学研究所）
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赤羽根１時間毎デ タ赤羽根１時間毎データ
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海洋レーダ研究集会（2010/12/16-17, 九州大学応用力学研究所）

648 660 672 684 696
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鳥羽１時間毎デ タ鳥羽１時間毎データ
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海洋レーダ研究集会（2010/12/16-17, 九州大学応用力学研究所）

648 660 672 684 696
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名古屋１時間毎デ タ名古屋１時間毎データ
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海洋レーダ研究集会（2010/12/16-17, 九州大学応用力学研究所）

648 660 672 684 696
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四日市10分毎デ タ四日市10分毎データ
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海洋レーダ研究集会（2010/12/16-17, 九州大学応用力学研究所）

648 660 672 684 696
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四日市10分毎デ タ(4分潮除去後)四日市10分毎データ(4分潮除去後)
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海洋レーダ研究集会（2010/12/16-17, 九州大学応用力学研究所）

648 660 672 684 696
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鬼崎30秒毎デ タ(4分潮除去後)鬼崎30秒毎データ(4分潮除去後)
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海洋レーダ研究集会（2010/12/16-17, 九州大学応用力学研究所）
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鬼崎30秒毎デ タ鬼崎30秒毎データ

海洋レーダ研究集会（2010/12/16-17, 九州大学応用力学研究所）
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海洋レーダ研究集会（2010/12/16-17, 九州大学応用力学研究所）
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鬼崎30秒毎デ タ鬼崎30秒毎データ

海洋レーダ研究集会（2010/12/16-17, 九州大学応用力学研究所）



20

鍋田局から南方6 0km鍋田局から南方6.0km
鍋田5°6 0km

300

400
鍋田5 6.0km

40

100

200

20

40

-100

0

648 660 672 684 696
-20

0

0 10 20 30 40 50 60

-200

100

60

-40

-400

-300

-80

-60

海洋レーダ研究集会（2010/12/16-17, 九州大学応用力学研究所）
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鍋田局

鬼崎験潮所崎 潮所
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海洋レーダ研究集会（2010/12/16-17, 九州大学応用力学研究所）

0



22

南から15°南から15
60

40

0

20

0 10 20 30 40 50 60

15-3.0

15-4.5

-20

0 10 20 30 40 50 60 15 4.5

15-6.0

15-7.5

15-9.0

15 10 5

-60

-40
15-10.5

15-12.0

-80

海洋レーダ研究集会（2010/12/16-17, 九州大学応用力学研究所）
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海洋レーダ研究集会（2010/12/16-17, 九州大学応用力学研究所）
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海洋レーダ研究集会（2010/12/16-17, 九州大学応用力学研究所）
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海洋レーダ研究集会（2010/12/16-17, 九州大学応用力学研究所）
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海洋レーダ研究集会（2010/12/16-17, 九州大学応用力学研究所）
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津波は見えるか？津波は見えるか？

津波の波面伝搬が流速変化として見れるか?津波の波面伝搬が流速変化として見れるか?
– ブラッグ共鳴波が津波に重畳されれば流速変化
として現れる?として現れる?

1時間毎の定常観測モ ドでは判別は難しい1時間毎の定常観測モードでは判別は難しい
– 生データ(各掃引ごとのスペクトルデータ）を入手

• 64秒間隔のスペクトルデータ

• 1時間毎のデータは正時前後でアベレージング?
プ 各– CODARクロスループアンテナシステムからの各

方位流速の分離
角度分解 精度 信頼性

海洋レーダ研究集会（2010/12/16-17, 九州大学応用力学研究所）

• 角度分解の精度・信頼性


